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井

井

井

奥

藤

井

議
会
は
、
７
月
２
日
の
本

会
議
で
、

枚
方
市
立
総

合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
条
例

等
の
一
部
改
正

案
お
よ
び

枚
方
市
都
市
公
園
条
例

の
一
部
改
正

案
を
賛
成
多

数
で
可
決
し
ま
し
た
。

本
２
議
案
は
、
指
定
管
理

者
制
度
を
導
入
し
て
い
る
ス

ポ
ー
ツ
施
設
（
総
合
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
市
民
体
育
館

伊
加
賀
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
）
と
、
都
市
公
園
有
料
施

設
（
王
仁
公
園
・
香
里
ケ
丘

中
央
公
園
・
中
の
池
公
園
）

を
対
象
に
、
指
定
管
理
者
の

更
新
時
期
に
合
わ
せ
、

年

４
月
か
ら
利
用
料
金
制
を
導

入
す
る
と
と
も
に
、
各
施
設

（
香
里
ケ
丘
中
央
公
園
を
除

く
）
の
駐
車
場
を
有
料
化
す

る
も
の
で
す
。

議
会
は
、
６
月

日
の
本

会
議
で

を
文
教
常
任
委
員

会
に
、

を
建
設
環
境
常
任

委
員
会
に
付
託
し
、

日
と

日
に
各
委
員
会
を
順
次
開

い
て
慎
重
に
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

ま
た
、
７
月
２
日
の
本
会

議
で
は
、
岩
本
優
祐
文
教
常

任
委
員
長
と
漆
原
周
義
建
設

環
境
常
任
委
員
長
か
ら
審
査

内
容
の
報
告
を
受
け
、
採
決

を
行
い
ま
し
た
。

各
委
員
会
で
の
審
査
等
の

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

王仁公園プール（写真上）と
中の池公園グラウンド（同下）

サ
ー
ビ
ス
に
見
合
っ
た

駐
車
場
料
金
の
設
定
を

質
問

民
間
活
力
の
活
用
に

対
す
る
本
市
の
考
え
を
聞
く
。

な
お
、
民
間
事
業
者
か
ら

は
サ
ー
ビ
ス
に
見
合
っ
た
適

正
な
駐
車
場
料
金
が
提
案
さ

れ
る
よ
う
要
望
す
る
と
と
も

に
、
市
は
、
市
民
負
担
を
求

め
る
前
に
、
効
率
的
、
効
果

的
な
行
政
運
営
に
最
大
限
努

力
す
べ
き
と
意
見
し
て
お
く
。

答
弁

行
政
と
民
間
の
適
切

な
役
割
・
責
任
分
担
の
も
と
、

民
間
事
業
者
が
行
う
こ
と
が

よ
り
効
果
的
で
適
切
な
も
の

は
民
間
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
を

基
本
と
し
て
い
る
。

条
例
改
正
に
当
た
り

行
っ
た
調
査
の
内
容
は

質
問

条
例
改
正
に
当
た
り
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
利
用
者
や

周
辺
環
境
等
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
調
査
を
し
た
の
か
。

な
お
、
施
設
と
駐
車
場
を

あ
わ
せ
て
最
適
な
料
金
設
定

と
し
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
本
市
の
役

割
で
あ
る
と
意
見
し
て
お
く
。

答
弁

利
用
者
に
は
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
て
お
り
、
老

朽
化
し
た
施
設
の
改
善
を
望

む
意
見
が
大
半
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
各
施
設
周
辺
の
有

料
駐
車
場
を
調
査
し
て
お
り
、

料
金
設
定
の
参
考
と
す
る
。

民
間
参
入
を
促
す

条
件
整
備
に
疑
問

質
問

今
回
の
改
正
に
は
、

民
間
事
業
者
の
参
入
意
欲
を

高
め
、
外
郭
団
体
で
あ
る
現

指
定
管
理
者
を
変
更
す
る
意

図
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
が
、

仮
に
現
指
定
管
理
者
が
再
度

選
定
さ
れ
れ
ば
、
ま
た
条
件

の
見
直
し
を
行
う
の
か
。

答
弁

現
指
定
管
理
者
が
指

定
管
理
者
と
な
る
か
ど
う
か

に
か
か
わ
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま

な
ス
ポ
ー
ツ
事
業
の
提
案
を

受
け
、
一
定
の
競
争
を
経
た

上
で
の
選
定
と
な
る
た
め
、

今
ま
で
以
上
に
事
業
の
充
実

が
図
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
管
理
と

運
営
の
分
離
の
検
討
を

質
問

外
部
の
有
識
者
か
ら
、

現
指
定
管
理
者
の
選
定
に
関

し
、
管
理
と
運
営
の
分
離
を

教
育
に
関
す
る
財
源

最
優
先
で
の
保
障
を

質
問

ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
教

育
の
延
長
線
上
に
あ
り
、
教

育
委
員
会
は
子
ど
も
へ
の
教

育
を
守
る
こ
と
が
最
大
の
責

務
で
あ
る
。
施
設
利
用
料
や

駐
車
場
料
金
で
費
用
を
工
面

す
る
こ
と
な
く
、
教
育
に
関

す
る
財
源
を
最
優
先
で
保
障

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁

潤
沢
な
予
算
を
確
保

し
、
豊
か
な
教
育
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
状
況
を
考
慮
す

る
中
、
今
回
、
条
例
改
正
を

提
案
し
た
も
の
で
あ
る
。

検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
か
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
検
討
を
行
っ
た
の
か
。

答
弁

外
部
の
有
識
者
か
ら

は
、
現
指
定
管
理
者
を
本
市

の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
パ
ー
ト

ナ
ー
と
位
置
づ
け
る
意
見
も

あ
っ
た
が
、
指
定
管
理
者
制

度
の
見
直
し
が
必
要
と
の
指

摘
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
を
踏

ま
え
て
検
討
し
、
今
回
の
条

例
改
正
の
提
案
に
至
っ
た
。

交
通
の
不
便
な
施
設
の

駐
車
場
有
料
化
は
問
題

質
問

年

月
に
駐
車
場

の
有
料
化
に
関
す
る
考
え
方

が
示
さ
れ
た
際
、
交
通
の
便

が
悪
い
施
設
の
駐
車
場
有
料

化
に
反
対
の
声
が
あ
っ
た
。

こ
の
考
え
方
の
中
で
も
、
利

便
性
を
踏
ま
え
て
判
断
す
る

と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
に
検
討
し
た
の
か
。

答
弁

公
共
交
通
機
関
等
の

利
便
性
だ
け
で
な
く
、
有
料

化
し
た
場
合
の
収
益
性
、
同

地
域
や
同
種
の
施
設
間
の
公

平
性
等
の
視
点
を
踏
ま
え
、

個
々
の
事
情
も
考
慮
し
な
が

ら
総
合
的
に
判
断
し
て
い
る
。

設
も
あ
る
中
、
今
回
の
駐
車

場
料
金
の
上
限
額
で
は
、
施

設
利
用
料
と
あ
わ
せ
、
高
齢

者
の
負
担
額
が
従
来
の
７
倍

に
も
な
り
得
る
。
指
定
管
理

者
制
度
で
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

ど
こ
ろ
か
、
市
民
負
担
が
増

加
し
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
の

施
設
利
用
を
困
難
に
さ
せ
る

た
め
、
本
末
転
倒
で
あ
る
。

ま
た
、
高
齢
者
や
子
ど
も

同
伴
者
へ
の
減
免
措
置
を
検

討
せ
ず
、
市
民
の
声
を
聞
か

ず
に
駐
車
場
を
有
料
化
す
る

た
め
、本
議
案
に
反
対
す
る
。

市
民
負
担
増
に
つ
な
が
る

駐
車
場
有
料
化
に
反
対

反
対
討
論

近
隣
市
に
は
駐

車
場
が
無
料
の
ス
ポ
ー
ツ
施

利
用
者
に
過
度
な
負
担
が

生
じ
な
い
よ
う
求
め
賛
成

賛
成
討
論

一
定
の
駐
車
場

料
金
の
負
担
は
や
む
を
得
な

い
と
考
え
る
が
、
ス
ポ
ー
ツ

施
設
で
は
、
交
通
機
関
に
よ

る
ア
ク
セ
ス
が
不
十
分
で
、

用
具
等
の
運
搬
に
車
を
使
わ

ざ
る
を
得
な
い
実
態
が
あ
る
。

ま
た
、
健
康
増
進
の
た
め

定
期
的
に
施
設
を
利
用
す
る

と
駐
車
場
料
金
が
高
額
に
な

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
利
用

者
に
過
度
な
負
担
を
生
じ
さ

せ
な
い
事
業
提
案
が
指
定
管

理
者
か
ら
数
多
く
な
さ
れ
る

よ
う
、
教
育
委
員
会
が
条
件

整
備
に
努
め
る
こ
と
を
求

め
、
本
議
案
に
賛
成
す
る
。

駐
車
場
有
料
化
よ
り
交
通

環
境
整
備
が
先
決
で
反
対

反
対
討
論

条
例
改
正
後
は
、

指
定
管
理
者
の
収
入
見
込
み

を
差
し
引
い
て
指
定
管
理
料

を
支
払
う
た
め
、
見
込
み
額

に
よ
り
損
害
の
生
じ
る
リ
ス

ク
が
あ
る
。
ま
た
、
指
定
管

理
者
が
市
の
共
有
財
産
か
ら

利
益
を
得
た
場
合
は
、
受
益

者
負
担
と
し
て
一
定
割
合
を

納
付
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
駐
車
場
利
用
者

に
い
き
な
り
受
益
者
負
担
を

求
め
る
の
で
は
な
く
、ま
ず
、

各
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
ア
ク
セ

ス
し
や
す
い
交
通
環
境
を
整

備
す
る
こ
と
が
先
決
で
あ
る

た
め
、本
議
案
に
反
対
す
る
。

充
実
し
た
施
設
運
営
に

つ
な
が
る
と
考
え
賛
成

賛
成
討
論

利
用
料
金
制
の

導
入
と
駐
車
場
の
有
料
化
に

よ
り
、
民
間
事
業
者
の
経
営

感
覚
を
生
か
し
た
提
案
の
も

と
で
新
た
な
事
業
展
開
が
図

ら
れ
、
充
実
し
た
施
設
運
営

に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

特
に
駐
車
場
の
有
料
化
に

つ
い
て
は
、
利
用
者
に
過
度

の
負
担
を
求
め
る
こ
と
な
く
、

よ
り
充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
と
市
民
満
足
度
の
向
上

を
図
る
よ
う
努
め
る
べ
き
で

あ
り
、
有
料
施
設
の
利
用
者

に
対
し
一
定
の
配
慮
を
行
う

こ
と
な
ど
も
検
討
す
る
よ
う

求
め
、本
議
案
に
賛
成
す
る
。

何
ら
負
担
を
求
め
て
い
な
い

点
は
問
題
で
あ
る
。

ま
た
、
駐
車
場
を
有
料
化

す
る
理
由
と
し
て
目
的
外
利

用
や
長
時
間
利
用
の
抑
制
を

挙
げ
て
い
る
が
、こ
れ
で
は
、

そ
う
し
た
一
部
の
人
の
た
め

に
通
常
の
利
用
者
が
駐
車
場

料
金
を
支
払
う
こ
と
に
な
る

た
め
、本
議
案
に
反
対
す
る
。

駐
車
場
有
料
化
の
目
的
に

納
得
で
き
な
い
た
め
反
対

反
対
討
論

利
用
料
金
制
の

導
入
に
よ
り
、
貴
重
な
市
民

の
共
有
財
産
で
あ
る
公
園
を

活
用
し
て
得
ら
れ
る
利
用
料

は
す
べ
て
指
定
管
理
者
の
も

の
と
な
る
が
、
指
定
管
理
者

が
ど
れ
だ
け
利
益
を
得
て
も

気
軽
に
公
園
利
用
で
き
ず

駐
車
場
有
料
化
に
反
対

反
対
討
論

条
例
改
正
前
に

利
用
者
の
意
見
を
直
接
聞
か

ず
に
駐
車
場
の
有
料
化
を
進

め
た
こ
と
は
、
主
権
者
で
あ

る
市
民
を
無
視
し
た
も
の
で

あ
り
、大
き
な
問
題
で
あ
る
。

ま
た
、
公
園
は
市
民
の
憩

い
の
場
で
あ
り
、
気
軽
に
利

用
で
き
る
場
所
で
な
く
て
は

な
ら
な
い
が
、
駐
車
場
の
有

料
化
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

み
、
生
き
生
き
と
暮
ら
し
て

い
き
た
い
と
願
う
市
民
の
楽

し
み
や
願
い
を
奪
う
こ
と
に

つ
な
が
る
た
め
、
市
民
満
足

な
ど
が
得
ら
れ
る
は
ず
も
な

く
、
本
議
案
に
反
対
す
る
。

共
有
財
産
を
使
っ
て
利
益
を

上
げ
る
指
定
管
理
者
に
も
一

定
の
負
担
を
求
め
、
市
民
に

還
元
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
、
見
解
を
聞
く
。

答
弁

当
初
か
ら
利
用
料
金

収
入
の
見
込
み
を
差
し
引
い

て
指
定
管
理
料
を
算
定
す
る

中
、
指
定
管
理
者
の
努
力
や

工
夫
で
利
用
者
を
増
や
し
、

利
益
を
得
る
も
の
で
あ
り
、市

民
も
指
定
管
理
者
の
自
主
事

業
等
に
参
加
す
る
こ
と
で
利

益
を
享
受
で
き
る
と
考
え
る
。

を
高
め
る
事
業
提
案
が
な
さ

れ
る
と
い
う
が
、
指
定
管
理

者
の
募
集
段
階
で
は
な
か
っ

た
提
案
も
実
施
で
き
る
の
か
。

な
お
、
市
民
満
足
度
の
向

上
に
つ
な
が
る
事
業
提
案
を

数
多
く
引
き
出
す
こ
と
で
、

公
園
施
設
を
よ
り
よ
い
も
の

と
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ

な
が
る
提
案
や
自
主
事
業
に

つ
い
て
は
承
認
し
て
い
く
。

指
定
管
理
者
に
も

一
定
の
負
担
を

質
問

利
用
料
金
制
を
導
入

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
市
民
の

公
園
の
維
持
管
理
に

民
間
活
力
の
活
用
を

質
問

今
後
、
維
持
管
理
費

の
増
大
が
見
込
ま
れ
る
市
内

の
公
園
に
つ
い
て
、
適
正
に

管
理
す
る
手
法
を
聞
く
。

な
お
、
人
口
減
少
社
会
を

迎
え
、税
収
が
減
少
す
る
中
、

公
園
の
維
持
管
理
に
民
間
事

業
者
や

法
人
な
ど
を

活
用
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁

大
規
模
な
公
園
で
は

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
を

検
討
し
、
中
小
規
模
の
公
園

で
は
地
域
や
企
業
と
協
働
す

る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
法

に
ト
ラ
イ
し
、
公
園
の
効
用

を
発
揮
し
て
い
き
た
い
。

総合スポーツセンター（写真上）と
伊加賀スポーツセンター（同下）

駐
車
場
有
料
化
の
前
に

目
的
外
利
用
等
の
抑
制
を

質
問

駐
車
場
を
有
料
化
す

王
仁
公
園
プ
ー
ル
な
ど

駐
車
場
有
料
化
の
目
的
は

質
問

駐
車
場
の
有
料
化
に

よ
り
、特
に
王
仁
公
園
で
は
、

プ
ー
ル
の
利
用
料
金
に
加
え

て
駐
車
場
料
金
も
必
要
と
な

り
、
市
民
負
担
が
増
え
る
た

め
、
改
め
て
駐
車
場
を
有
料

化
す
る
目
的
に
つ
い
て
聞
く
。

答
弁

駐
車
場
の
利
用
者
が

車
を
駐
車
し
て
い
る
間
、
公

園
の
一
部
を
占
有
す
る
た
め
、

そ
の
分
を
負
担
し
て
も
ら
う

こ
と
、
ま
た
、
公
園
を
利
用

し
な
い
人
の
目
的
外
利
用
や

長
時
間
利
用
を
抑
制
す
る
こ

と
を
目
的
に
駐
車
場
の
有
料

化
を
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。

料
金
制
に
よ
る
収
入
を
管
理

運
営
費
等
に
活
用
す
る
こ
と

で
、
施
設
全
体
の
サ
ー
ビ
ス

向
上
に
資
す
る
と
考
え
る
。

駐
車
場
の
有
料
化
後
も

市
民
満
足
度
の
維
持
を

質
問

駐
車
場
の
有
料
化
で
、

市
民
満
足
度
や
施
設
利
用
率

の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
が
、

そ
の
リ
ス
ク
は
な
い
の
か
。

な
お
、
行
政
と
し
て
指
定

管
理
者
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
体

制
の
確
立
を
要
望
す
る
。

答
弁

駐
車
場
の
有
料
化
で
、

長
時
間
駐
車
や
目
的
外
利
用

等
の
施
設
利
用
者
が
迷
惑
し

て
い
た
課
題
は
一
定
解
消
す

る
と
考
え
る
。
ま
た
、
利
用

明
会
を
行
わ
な
い
の
か
。

な
お
、
都
市
公
園
の
設
置

目
的
は
公
共
の
福
祉
の
増
進

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

今
回
の
条
例
改
正
案
は
、
利

益
を
上
げ
る
目
的
に
転
換
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
、
許
し

が
た
い
と
意
見
し
て
お
く
。

答
弁

駐
車
場
の
有
料
化
に

関
す
る
考
え
方
の
策
定
時
、

年

月
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

市
民
意
見
に
基
づ
か
な
い

駐
車
場
有
料
化
に
疑
問

質
問

駐
車
場
の
有
料
化
に

つ
い
て
は
、
利
用
者
や
市
民

の
声
を
聞
い
て
か
ら
判
断
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
な
ぜ
説

る
目
的
が
利
用
者
以
外
や
長

時
間
の
駐
車
抑
制
に
あ
る
な

ら
ば
、
ま
ず
は
そ
の
抑
制
に

取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。
そ

う
し
た
手
順
を
踏
ま
ず
、
唐

突
に
市
民
負
担
を
求
め
る
印

象
が
あ
る
が
、見
解
を
聞
く
。

答
弁

駐
車
場
の
有
料
化
に

関
す
る
考
え
方
等
を
説
明
し

て
き
た
が
、
具
体
案
を
示
す

際
に
至
ら
な
い
点
が
あ
っ
た
。

民
間
か
ら
の
事
業
提
案
で

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

質
問

利
用
料
金
制
の
導
入

に
よ
り
、
民
間
事
業
者
が
収

入
増
加
に
向
け
た
経
営
努
力

を
行
う
中
で
市
民
サ
ー
ビ
ス

今
後
は
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ

等
を
生
か
し
た
提
案
を
十
分

に
引
き
出
し
、
よ
り
よ
い
事

業
者
の
選
定
を
図
り
た
い
。

指定管理者制度 地方公共団体が、議会の議
決を経て指定する法人その他の団体（指定管理
者）に公の施設の管理を代行させることで、市
民サービスの向上と行政コストの縮減を図るこ
とを目的とした制度のこと。
本市では、 施設 カ所で同制度を導入して
いる（ 年４月１日現在）。

利用料金制 公の施設の利用料金を指定管理
者がみずからの収入として収受する制度のこ
と。指定管理者の収益につながるため、経営努
力や創意工夫を引き出すインセンティブが働く
とされる。
なお、利用料金については、条例で定めた金

額の範囲内で、地方公共団体の承認を受け、指
定管理者が決定する。
また、指定管理者が、収受した利用料金だけ

で施設の管理運営を行う場合もあるが、今回、
利用料金制を導入する施設では、本市が一定の
指定管理料をあわせて支払う。
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